




























































































2085.1.31

11
　
月
　
臨
　
時
　
会

 　

第
458
回
市
議
会
臨
時
会
が
令
和

４
年
11
月
28
日
に
開
か
れ
、市
長
提

出
議
案
５
件
の
審
議
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
う
ち
、専
決
処
分
の
２
議

案
に
つ
い
て
は
、全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
69
号
議
案
か
ら
第
71

号
議
案
ま
で
の
３
議
案
に
つ
い
て
は

質
疑
の
後
、反
対
お
よ
び
賛
成
の
討

論
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、い
ず
れ

も
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
第
67
号
議
案
・
専
決
処
分
の
承

　
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専

　
決
第
13
号
）（
令
和
４
年
度
白
石

　
市一般
会
計
補
正
予
算
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承　
認

　

主
な
内
容
は
、低
所
得
世
帯
一
世

帯
当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事

業
、姉
妹
都
市
・
神
奈
川
県
海
老
名

市
か
ら
の
災
害
派
遣
職
員
の
派
遣

期
間
延
長
に
伴
う
災
害
派
遣
手
当

お
よ
び
宿
舎
の
使
用
料
な
ど
２
億



























































６
千
62
万
３
千
円
を
増
額
し
、予
算

の
総
額
を
179
億
８
千
398
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◎
第
68
号
議
案
・
専
決
処
分
の
承

　
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
専

　
決
第
14
号
）（
令
和
４
年
度
白
石

　
市一般
会
計
補
正
予
算
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
承　
認

　

主
な
内
容
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
、電
力
・ガ
ス・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、本
交
付

金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
事
業
に

１
億
４
千
266
万
１
千
円
を
増
額
し
、

予
算
の
総
額
を
181
億
２
千
664
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
第
69
号
議
案
・
白
石
市
外
二
町

　
組
合
の
解
散
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

　
厳
し
い
経
営
が
続
く
公
立
刈
田

綜
合
病
院
に
つ
い
て
、病
院
を
設
置

す
る
白
石
市
外
二
町
組
合
の
構
成

市
町（
白
石
市
、蔵
王
町
、七
ヶ
宿
町
）

は
、経
営
形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
、令
和
５
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
組
合
を
解
散
し
、指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
た
上
で
本
市

が
病
院
事
業
を
承
継
す
る
こ
と
に

合
意
し
た
こ
と
か
ら
、法
に
基
づ
き

白
石
市
外
二
町
組
合
を
解
散
す
る

た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◎
第
70
号
議
案
・
白
石
市
外
二
町

　
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分

　
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
原
案
可
決

　

白
石
市
外
二
町
組
合
の
解
散
に

伴
い
、組
合
が
保
有
す
る
全
て
の
財

産
に
つ
い
て
、病
院
事
業
を
承
継
す

る
本
市
に
帰
属
さ
せ
る
た
め
、法
の

規
定
に
よ
り
協
議
の
上
定
め
る
も

の
と
し
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
第
71
号
議
案
・
白
石
市
病
院
事

　
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例　

　
　

     　
　
　
　
　
原
案
可
決   

　
白
石
市
外
二
町
組
合
の
解
散
に

伴
い
、病
院
事
業
を
本
市
が
承
継
す

る
た
め
、市
と
し
て
病
院
事
業
の
設

置
お
よ
び
経
営
の
基
本
事
項
等
に

つ
い
て
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

※

紙
面
の
都
合
上
、要
約
し
て

　

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

◎
第
69
号
議
案・白
石
市
外
二
町

　
組
合
の
解
散
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反　
対　
　
　

 　
伊
藤　
勝
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
民
に
対
す
る
情
報
公
開
に

つ
い
て
指
摘
す
る
。　
　
　
　

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
将
来

を
左
右
す
る
重
要
な
審
査
会
に

つ
い
て
、市
民
に
は
審
査
会
の
メ

ン
バ
ー
が
誰
な
の
か
知
ら
さ
れ

ず
、審
議
内
容
は
我
々
議
員
に

も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
、

「
仁
誠
会
」
が
ど
の
項
目
で
評

価
さ
れ
、ど
の
部
門
で
高
い
点

数
を
取
っ
た
の
か
、審
査
項
目
も

い
ま
だ
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、審
査
会
の
メ
ン
バ
ー
に

地
元
医
師
会
が
入
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、今
後
の
地
元
医
師

会
と
の
連
携
が
ど
の
よ
う
に
図

ら
れ
る
の
か
、市
民
か
ら
多
く

の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。　
　
　

　

過
般
の
市
民
説
明
会
で
は
、

質
問
に
対
し
て
十
分
な
議
論
や

回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

市
民
か
ら
は
、「
納
得
で
き
な
い
」

と
の
不
満
が
噴
出
す
る
こ
と
に

至
っ
た
。

　

さ
ら
に
、基
本
協
定
締
結
後
、

現
在
働
い
て
い
る
職
員
の
処
遇

の
問
題
で
も
、組
合
解
散
に
よ

り
、「
自
分
た
ち
の
処
遇
が
今
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
」、

「
継
続
し
て
働
く
事
が
で
き
る

の
か
」な
ど
、不
安
の
声
が
多
く

聞
か
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

仙
南
地
区
地
域
医
療
構
想
に

お
け
る
連
携
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、市
長
は
常
「々
連
携
プ
ラ
ン

に
の
っ
と
っ
て
病
院
を
運
営
し
て

い
く
」と
発
言
し
て
い
る
が
、公

立
刈
田
綜
合
病
院
の
現
状
に
お

い
て
、医
師
・
看
護
師
・
検
査
技
師

等
の
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
な
ど
課

題
も
多
く
、実
施
で
き
る
か
不

透
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。　

　

公
立
刈
田
綜
合
病
院
は
、

「
民
営
化
」を
掲
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、歴
史
に
残
る
混
乱
を

招
い
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。　

　

市
民
の
一
人
は
、病
院
の
混
乱

を
見
て
、「
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
を
し
た
」と
嘆
い
て
い
た
。

討
　
論


